
 
 

平成 15年度版 旭川開発建設部 道路緑化技術資料 
 

- 8 - 

３－２．除草 

 

 

 

 

・ 草刈は作業の際、根元が雑草によって確認できず、植栽木の幹を傷つける場合があ

るため、留意して作業を行う 

・ 草刈等によって傷つけられた樹木は、損傷部から病原菌が侵入し、病気にかかる可

能性が高くなり、生育不良や倒木につながっていく 

・ 幹の損傷を防ぐ方法として、草除けマットを敷くことや剪定した枝を置く、あるい

は礫を幹の周りに置くなどのマルチングがあり、現場状況を踏まえ、適宜実施する 

   

○マルチング事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

写真：石を根元周りの設置した事例 写真：剪定した枝を根元周りの設置した事例 
   樹種：ナナカマド 
 

写真：草除けマットを設置した事例 

・ 草刈等を行う際は、樹木を傷つけないよう、留意して作業を行う 
・ 草刈等による樹木の損傷を防ぐ方法としてマルチングがあり、現場状況を踏まえ
適宜実施する 

3.街路樹維持管理項目
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写真：草刈によって幹が傷つけられて 
いる事例 

   樹種：シラカンバ 

図：樹木のメカニズム 

写真：樹林化によって下草が成長して
いない事例 

3.街路樹維持管理項目

木部：根が吸い上げた水を葉
まで運ぶ通り道がある 

形成層：盛んに細胞が分裂をして内側に年輪を、外
側に新しい師部をつくる層 

師部：葉がつくった養分の通り道がある 

外樹皮：外側の皮 


